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予
算
特
別
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
・
答
弁

予　

算　

全　

般

　
市
税
及
び
地
方
交
付
税
の
減
収
に
よ
り

市
債
が
増
加
し
た
の
か
。

　
市
債
の
発
行
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

除
い
て
建
設
費
に
充
当
す
る
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
建
設
費
に
充
て
る
た
め

に
市
債
が
増
加
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一　

般　

会　

計

歳　
　
　
　

入

　
新
年
度
予
算
に
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
使

用
料
を
計
上
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
運
営
に
柔
軟
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、

使
用
料
収
入
に
よ
る
新
た
な
自
転
車
の
調

達
も
含
め
た
事
業
運
営
を
民
間
事
業
者
に
委
ね
た

い
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。

　
新
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

の
内
容
は
。

　
従
前
か
ら
あ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
と
所

得
の
少
な
い
高
齢
者
及
び
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
向
け
に
支
給
す
る
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
で
あ
る
。

総　

務　

費

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
進
ま
な
い
理

由
は
。

　
各
地
域
に
対
し
、
町
内
会
単
位
で
の
出

前
講
座
や
避
難
訓
練
の
案
内
等
の
働
き
か

け
を
行
っ
て
い
る
が
、
高
齢
化
の
進
行
、
毎
年
度

の
役
員
交
代
に
よ
り
理
解
が
得
ら
れ
な
い
た
め
で

あ
る
。

　
各
町
内
会
活
動
費
補
助
金
の
増
額
内
容

は
。

　
旧
尾
道
地
区
に
つ
い
て
世
帯
ご
と
の
単

価
を
、
現
行
額
に
１
５
０
円
加
算
し
た
２

９
０
円
に
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
再
構
築
事
業
の
内
容

は
。

　
４
月
１
日
施
行
の
障
害
者
差
別
解
消
法

に
適
応
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
変
更
す
る

も
の
で
、
検
索
し
や
す
く
、
視
覚
的
に
も
色
使
い

や
フ
ォ
ン
ト
を
工
夫
し
た
読
み
や
す
い
ペ
ー
ジ
レ

イ
ア
ウ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
に
行
政
情
報
を

し
っ
か
り
と
伝
達
し
た
い
。

　
公
会
堂
解
体
工
事
の
実
施
時
期
は
。

　
新
年
度
予
算
議
決
後
、
備
品
の
移
設
・

移
転
、
入
札
に
よ
る
業
者
決
定
な
ど
準
備

が
整
い
次
第
、
解
体
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
。

議
案
第
71
号　

尾
道
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

　
同
条
例
の
前
回
改
正
時
の
防
災
会
議
に

増
員
し
た
委
員
の
内
訳
は
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
順
次
、
広
島
県
看
護

協
会
、
尾
道
市
保
育
連
盟
等
６
団
体
が
加

わ
り
、
現
在
45
名
の
委
員
で
組
織
し
て
い
る
。

民　

生　

費

　
新
年
度
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

は
。

　
予
算
規
模
で
約
１
７
０
０
万
円
を
増
額

し
、
新
設
３
校
で
約
１
５
０
人
を
新
た
に

受
け
入
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
業
務
量
軽
減
の
た
め
に
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
対
し
て
の
関
係
機
関
の
情
報
開

示
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
軽
減
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
連

合
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
と
連
携

を
取
り
、
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
図
っ
て

い
く
。

　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業
の
内
容

は
。

　
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
施

設
と
し
、
保
健
師
、
助
産
師
、
保
育
士
と

い
っ
た
専
門
職
の
支
援
員
を
配
置
し
、
妊
娠
期
か

ら
出
産
・
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
た
め
の
事
業
で
あ
る
。

議
案
第
１
０
１
号
１
０
２
号
１
０
３
号　

保
育

に
係
る
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、

保
育
料
の
額
を
平
成
29
年
度
か
ら
段
階
的
に
改

め
る
た
め
の
条
例
改
正

　
尾
道
市
立
幼
稚
園
保
育
料
及
び
預
り
保

育
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正
で
、
公
立
幼

稚
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
教
育
認
定
に
お
け
る

保
育
料
を
改
定
す
る
理
由
は
。

　
こ
の
度
の
改
定
は
、
国
の
示
し
た
水
準

に
基
づ
き
、
市
町
に
お
い
て
決
定
す
る
も

の
で
、
幼
稚
園
と
保
育
所
、
私
立
と
公
立
の
保
育

料
の
受
益
者
負
担
の
均
衡
を
図
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。

衛　

生　

費

　
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
の

助
成
内
容
は
。

　
対
象
年
齢
は
１
歳
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
で
、
１
回
１
０
０
０
円
を
上
限
に
１
年

に
つ
き
２
回
ま
で
助
成
し
、
申
請
期
間
は
10
月
１

日
か
ら
１
月
31
日
ま
で
で
あ
る
。

　
市
民
病
院
及
び
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

へ
の
負
担
金
に
占
め
る
交
付
税
措
置
の
額

は
。

　
市
民
病
院
の
負
担
金
の
う
ち
、
交
付
税

が
７
億
７
５
６
２
万
５
千
円
で
基
準
外
の

負
担
が
４
億
円
、
公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院
は
、
６

億
２
７
３
１
万
円
が
基
準
内
の
交
付
税
額
で
あ

る
。

　
市
民
の
健
康
寿
命
が
全
国
的
に
見
て
も

短
く
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

～予算特別委員会（議長を除く全議員で構成）～

予算特別委員長

616億6,000万円
435億847万7千円
220億1,561万2千円
1,271億8,408万9千円

一般会計　
特別会計（12会計）
企業会計（２会計）
総　　　額

加 納 康 平
予算特別副委員長 星 野 光 男

３月７日から10日までの４日間で審査しまし
た。３月15日の本会議（最終日）で委員長報告の
後、一般会計予算に対する修正案が提出され、討
論、採決の結果、修正案は否決、その他付託を受
けた議案は全て原案のとおり可決しました。

平成28年度
尾道市予算

平成28年度予算を可決しました!!平成28年度予算を可決しました!!

問

問

問問問問問

問問問問問

問問 問 答

答

答答答答

答答答答答

答答答
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割
合
が
高
い
理
由
は
。

　
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

や
特
定
保
健
指
導
に
つ
な
が
る
特
定
検
診

の
受
診
率
が
低
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で
は
な
い
か

と
推
測
し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
費

　
海
外
農
業
研
修
事
業
の
内
容
は
。

　
農
業
者
が
６
次
産
業
化
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
付
加
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
、

観
光
振
興
を
含
め
た
地
域
振
興
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
海
外
の
先
進
地
を
視
察
研
修
す

る
事
業
で
あ
る
。商　

工　

費

　
千
光
寺
公
園
頂
上
エ
リ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
内
容
は
。

　
平
成
27
年
度
で
基
本
計
画
を
策
定
し
、

来
年
度
、
設
計
業
務
を
委
託
す
る
。
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
か
ら
展
望
台
ま
で
の
一
帯
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
現
在
、
協
議
中
で
あ
る
。

　
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
事
業
の
内
容

は
。

　
海
外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、

台
湾
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国
と
の
交
流
事
業

や
招
聘
活
動
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し

事
業
を
行
う
。

　
産
業
団
地
整
備
調
査
事
業
の
概
要
は
。

　
広
島
県
が
産
業
団
地
整
備
に
つ
い
て
新

し
い
考
え
方
を
打
ち
出
し
た
た
め
、
県
営

産
業
団
地
の
誘
致
を
目
指
し
、
具
体
的
提
案
を
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
作
成
の
た
め
の
調
査
を
行

う
。

　
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
・
国
際
サ
イ
ク

リ
ン
グ
大
会
や
し
ま
な
み
海
道
の
観
光
振

興
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
も
ら
う

よ
う
働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

き
っ
か
け
と
し
て
観

光
振
興
を
進
め
て
行
く
と
い

う
認
識
は
共
通
の
も
の
と
考

え
て
い
る
。
国
へ
積
極
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

土　

木　

費

　
老
朽
建
造
物
等
除
却
事
業
の
内
容
と
事

業
期
間
は
。

　
景
観
を
保
持
す
る
た
め
、
建
物
の
老
朽

度
合
を
判
定
し
た
上
で
、
そ
の
除
却
費
用

に
対
し
60
万
円
を
上
限
と
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
、
事
業
期
間
は
平
成
24
年
度
か
ら
33
年

度
ま
で
の
10
年
間
で
あ
る
。

　
市
道
堤
線
の
予
算
１
４
０
０
万
円
の
内

訳
は
。

　
現
地
の
路
線
測
量
、
詳
細
設
計
、
用
地

測
量
と
し
て
計
上
し
、
平
成
28
年
度
で
設

計
を
終
了
し
た
い
。

教　

育　

費

　
教
職
員
不
足
に
お
け
る
教
職
員
の
事
務

量
軽
減
の
た
め
の
補
助
職
員
配
置
の
取
り

組
み
を
求
め
る
意
見
書
採
択
後
の
対
応
は
。

　
県
の
教
育
委
員
会
に
意
見
書
が
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
情
報
提
供
し
、
そ
の
後
、
機

会
を
捉
え
て
拡
充
の
お
願
い
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
拡
充
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
い
う
回

答
を
得
た
。

　
小
中
学
生
の
学
力
が
ほ
と
ん
ど
の
科
目

で
県
の
平
均
以
下
に
な
っ
て
い
る
理
由

は
。

　
繰
り
返
し
学
習
の
不
徹
底
な
ど
要
因
は

さ
ま
ざ
ま
推
測
さ
れ
る
が
、
何
が
原
因
か

の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
保
険
給
付
費
が
今
年
度
の
決
算
見
込
額

と
比
べ
減
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
被
保
険
者
数
の
減
少
と
、
今
年
度
は
特

定
の
疾
病
の
高
額
の
新
薬
が
発
売
さ
れ
、

給
付
費
が
増
加
し
た
が
、
新
年
度
は
、
新
薬
使
用

者
が
ほ
ぼ
完
治
し
、
使
用
が
減
少
す
る
こ
と
、
ま

た
新
薬
の
単
価
も
半
額
に
な
る
た
め
減
額
し
た
。

　
特
定
健
康
診
査
の

受
診
率
は
。

　
現
在
、
33
％
超
で

あ
り
、
県
平
均
を
超

え
て
い
る
が
、
全
国
平
均
よ

り
も
下
回
っ
て
い
る
た
め
、

新
年
度
は
50
％
を
目
標
と
し

て
い
る
。

夜
間
救
急
診
療
所
事
業
特
別
会
計

　
現
在
の
夜
間
救
急
診
療
所
の
状
況
は
。

　
尾
道
、
因
島
、
松
永
沼
隈
地
区
の
各
医

師
会
を
は
じ
め
関
係
者
と
２
カ
月
に
１
回

は
必
ず
、
夜
間
救
急
診
療
所
の
現
状
に
つ
い
て
細

か
い
分
析
を
し
、
課
題
を
改
善
し
て
い
る
。
患
者

数
の
多
い
少
な
い
が
順
調
で
あ
る
か
ど
う
か
の
指

標
で
は
な
く
、
夜
間
に
お
け
る
１
次
救
急
の
確
保

に
よ
り
、
市
民
の
安
心
、
安
全
を
守
る
と
い
う
立

場
で
運
営
し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
公
共
下
水
道
事
業
の
収
支
改
善
策
は
。

　
人
口
減
少
の
少
な
い
地
域
へ
の
接
続
、

長
寿
命
化
に
よ
る
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
低
減
、
企
業
会
計
の
導
入
に
よ
る
財
務
体
質

健
全
化
に
よ
り
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

　
保
険
料
の
改
定
内
容
は
。

　
保
険
料
は
均
等
割
と
所
得
割
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
２
年
後
ご
と
に
料
率
改
定
が

あ
る
。
平
成
28
年
度
、
29
年
度
の
保
険
料
は
、
現

行
と
比
べ
、
所
得
割
７
６
３
円
、
均
等
割
０
・
５

４
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

水
道
事
業
会
計

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
向
性
は
。

　
給
水
収
益
の
減
少
、
老
朽
化
し
た
施
設

等
の
更
新
、
技
術
職
員
の
大
量
退
職
に
よ

る
技
術
の
継
承
問
題
等
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
経
営
コ
ス
ト
の

削
減
、
人
材
育
成
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
課
題
解

決
に
向
け
、
計
画
、
策
定
し
て
い
く
。

　
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
共
同
事
業

化
の
内
容
は
。

　
国
の
方
向
性
に
基
づ
き
、
沼
田
川
水
系

の
効
率
化
等
に
つ
い
て
、
県
が
取
り
ま
と

め
て
、
勉
強
会
を
し
て
い
る
。

病
院
事
業
会
計

　
今
後
の
病
院
改
革
の
進
め
方
は
。

　
一
番
の
問
題
で
あ
る
医
師
確
保
に
つ
い

て
は
、岡
山
大
学
と
の
連
携
だ
け
で
な
く
、

川
崎
医
科
大
学
、
広
島
大
学
、
自
治
医
科
大
学
、

民
間
医
局
の
業
者
を
通
し
て
の
取
り
組
み
に
加

え
、
研
修
医
、
奨
学
金
に
よ
る
地
元
出
身
の
学
生

の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
。
受
診
し
て
良
か
っ
た

と
思
う
魅
力
あ
る
病
院
を
目
指
し
て
、
出
来
る
限

り
現
場
に
足
を
運
び
、
痛
み
を
伴
う
改
革
も
し
て

い
き
た
い
。

問

問

問問

問 問問問

問問

問問問

問問問問 答

答答

答

答

答

答答答
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答答答
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